
沖 縄 県 ・西 表 島 の カヌ ー ツ ア ー につ い て
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要 旨

1990年 代 か らわが国で も、 自然保護 と観光産業 の永続 的な成立 を 目的 とした 「エ コ

ッー リズム」 とい う考え方が提唱 されている。沖縄県 ・西表島は、わが国初 のエ コツー

リズム協会が設立 された島であ り、近年、亜熱帯林 の中を流れる河川をカヌーで回るツ

アーが盛んになっている。本研究では、2004年 と2006年 にカヌーツアー参加者の意識調

査 を中心す るヒア リング とア ンケー ト調査 を行い、カヌーツアー とエコッー リズムとの

関連性 について考察を行 った。

その結果、参加者にはエ コツー リズム とい う言葉 を知 らない者が多 く、たとえ言葉は

知っていてもエコツー リズム推進 団体 が提唱 している 「訪問先 の自然環境 を破壊す るこ

とな く、その土地特有の 自然 ・生活文化な どの資源を持続 させてい くような旅行の概念」、

「地域へ の経済還元 を同時に成立 させ る新 しい旅 の形態」 とい う内容 について理解 して

いない ことがわかった。 また、調査 に協力いただいたカヌーツアー ショップ経営者 も、

カヌー ツアーについては 「エ コツー リズムではない」 という意識 を持 っていることがわ

かった。

キ ー ワー ド カヌー、 エ コッー リズ ム、 環境 資 産、 環境 問題

1.は じめ に

日本 には自然 を環境資産 とした観光が数多 くある。 しか し、観光を産業 として繁栄さ

せ ようとすれば、 自然 を傷つ けることになる。か とい って自然 を守るために観光客 を入

れない ようにす るな らば、産業 として成立 しない。 この ような矛盾 を解決す る方法 とし

て、1990年 代 か ら、 わが国で も 「エ コツー リズム」 とい う考え方が提案 され始めた。エ
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コツー リズム という言葉 については、個 人や団体に よって異 なった見解が示 されている

が、わが国では一般的に 「環境(自 然)に 優 しい観光」 と認識 される ことが多い ようで

ある。 またエコッー リズムは、観光 と環境保護 を両立 させ る手法 として観光業界か らも

注 目されているようで、各地で 「エ コッーリズム」 と銘打 たれたツアーが実施 されてお

り、今後 も増 えてい くと考え られている。

本研究では、1996年 に我が国初のエ コツー リズム協会 として 「西表島エ コツー リズム

協会」が設立された西表 島におけるエ コツー リズムの状況を調べ るとともに、特 に近年

参加者が急増 している西表島随一の観光スポッ ト ・ピナイサー ラの滝への カヌーツアー

参加者に対 してエ コツー リズムへの関心や意識についてアンケー ト調査 とヒア リングを

行 った。 さらにツアーに同行 して実態調査 を行い、 カヌーツアーの現状や問題点につい

て考察 した。

2.西 表 島の概要

西表島は、沖縄県南西 に位置す る八重山諸島(図1)の 中にある面積約289万 平方メー

トルの島で、沖縄県 では沖縄本島に次 ぐ広 さである。行政的には八重 山郡竹富町 に含 ま

れ、人口は、2,249人(2005年1月 現在)で ある。島の周囲にはサ ンゴ礁が発達 してお り、

中央部 は亜熱帯照葉樹林 に覆 われた山岳地帯 となっている。 また西表 島は大小約40の 河

川を有 し、特 に浦内川 と仲 間川の河口には広大 なマ ングローブ林が広がっている。

西表島の集落は海岸線 に沿 って並んでお り、南西端の白浜集落か ら南東端の豊原集落

まで約50kmの 周回道路 で結 ばれている。集落 の配置は、上原港 を中心 とした西部地区

鳩間島

、

島

o
憶

o
波照間島

(図1)八 重山諸島の構成
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と大原港 を中心 とした東部地区に二分す ることがで き、西部 と東部の間の北海岸沿い約

25kmに はほとん ど住民がいない。産業 としては、サ トウキ ビ、パ イナ ップル、水稲 な

どの農業 に加 え、近年は肉用牛の生産が盛 んである。 またサ ンゴ礁の海や亜熱帯林 など

の自然や、国の重要無形文化財 に指定 されている節祭(シ チ)を は じめとす る伝統行事

などの環境資源に恵 まれているため、観光産業 も盛 んである。

西表島の歴史は古 く、8～9世 紀 には既 に集落が作 られていたと考えられている。古

くは所乃 島(そ ない じま)、 古見島(こ み じま)な どと呼ばれてお り、西表 島 と呼ばれ

るようになったのは18世 紀 頃か らである。1609年 の薩摩{に よる琉球王国征服後、寄人
注1)注2)

(よせび と)制 度に よる強制移住が行 われたが、過酷 な人頭税 とマラ リア禍 によって多

くの集落が廃村へ と追いや られた。19世 紀半ばに石炭が発見 されたことか ら、明治以降

は本格 的な石炭採掘が始 まり、囚人や県内外、中国人、台湾人の労働者が数多 く従事 し
1)

た。炭鉱での労働は過酷な強制労働 であ った。

近代 に入ってか らも移住者による集落建設が続 けられたが、やは りマラリアによって

廃村 となる集落が後 を絶 たなかった。特に1945年(昭 和20年)は マ ラリアが最 も猛威 を

振 るった年で、入重 山諸島の人口の51%が 罹患 し死者は3,600人 に達 した といわれている。

マラリアが米軍 によるDDT散 布 によ り根絶 されたのは1962年(昭 和37年)に なってか

らのことである。マ ラリア根絶後、1965年 に戸川幸夫氏によってイリオモテヤマネコが

発見されてか らは、島の東西 を結ぶ周回道路建設や港湾整備 な どが進み、観光化が加速

されるようになった。

3.エ コ ツ ー リズ ム の 定 義

エ コッ ー リズ ム とい う言 葉 の誕 生 に は さ まざ まな説 が あ るが 、1988年 に メキ シ コのヘ

ク ター セバ ロス=ラ ス キ ュ レイ ンに よっ てTurismoEcologicoと い う単 語 が作 られ たの
2)

が起源 とい う説が有力である。TurismoEcologicoと い うの は、スペ イン語で旅 を意味

するTurismoと 環境 を意味す るEcologicoの 複合語で、言葉通 り訳す ると 「環境 と生物

との相互 関係 を調べ る学問のための旅行」、一般的には 「環境 にや さしい観光」 となる。

現在、世界中で多 くのエ コツー リズムに関連 した団体が活動 している。それ らの団体が、

エコツー リズムに対 して統一・された定義 を提唱 しているわけではないが、共通 した内容

として次の三つがあげ られる。

①エ コッー リズムは自然 に基づいた(自 然環境 のもとで行われる)活 動である。

②教育 的 ・解説的な要素 を含 んだ活動である。

③持続可能な方法で管理 ・運営 される必要がある。
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例 えば、 エ コツー リズ ム先 進 国 とい われ てい る オー ス トラ リアの オー ス トラ リア ・エ

コツー リズム協 会(EAA)は 、 「エ コ ツー リズ ム とは、 生態系 にお い て持 続 可 能 であ り、
3)

環境や文化 に対する理解 を深め、感謝の念や保護の意識 を生み出すツー リズムである」

としている。す なわち自然や文化 を学習 し、保護や意識 を高めるための体験学習の場で

ある と考え られてお り、エ コッー リズムの成熟 を長いスパ ンで考 えているように思 う。

わが国の環境省 と国土交通省に よるエ コツーリズムの定義は次の とお りである。

(1)環 境省

世界 にも稀 なほ どに多様な自然を有するわが国の各地域 固有の自然 と、その中で生活

す る地域住民 と自然 との関わ りか ら生 まれた文化資源について、 それ らとの接 し方 を含

めてガイ ドを提供 し、旅行者が地域 の自然 ・文化への深い理解 を得 るとともに、 自然保

護意識の高揚や人間形成を図ることがで きるような旅行。 さらにその活動 による環境 に

対す る影響 を最小 限にとどめ、かつその収益が地域の環境保護のため に貢献す る仕組み
4)

を持つ旅行。

(2)国 土交通省

特 に、観光による文化や 自然環境 に関する教養の向上、観光 による地域の文化や 自然

環境 の保全 に対す る貢献等 の面に重点を置 きつつ、文化 や自然環境等の観光資源が良 く

保存 された地域 において、受入地域 と観光産業が相互 に連携 して、観光 と環境がバ ラン
5)

ス よく調和 した新 しい旅行形態。

両省の考え方 として、環境省が観光客の自然 に関す る学習意識 向上 を通 して、環境保

護 に役立て ようというもの対 し、国土交通省は、文化や 自然 を保護す ることで観光産業

として地域振興に役立てようとい う点 に微妙 な違い を感 じる。すなわち前者 は環境資源

を使った環境保護のための手段 としてのエコツー リズム、後者は環境資源 を使 った地域

振興のための手段 としてのエ コッー リズム と定義 していると考え られ る。
6)

またNPO法 人 ・日本エ コツー リズム協会が定めた定義は次の とお りである。

① 自然 ・歴史 ・文化 など地域固有の資源 を生か した観光 を成立 させ ること。

②観光によってそれ らの資源が損 なわれ ることが ない よう、適切 な管理に基づ く保護 ・

保全 をはかること。

③地域 資源の健全 な存続 による地域経済へ の波及効果が実現す ることをね らい とする、

資源の保護+観 光業の成立+地 域振興の融合をめ ざす観光の考え方である。それによ

り、旅行者に魅力的 な地域資源 とのふれあいの機会が永続的 に提供 され、地域の暮 ら

._72_._.



沖 縄 県 ・西 表 島 の カ ヌー ツ アー につ い て

しが安定 し、資源が守 られてい くことを目的とする。

この考え方 によると、エ コツー リズムは 「資源を もとに観光 させること」 により 「観

光で損なわれることが ない よう保護」 しつつ も 「それに より、地域 に経済活動が起 こる

こと」 を目的 とした活動 となる。 ここで示 されている 「地域経済へ の波及効果」 は、環

境省、国土交通省 をは じめ、 日本 におけるエ コツー リズム団体 による定義 に多 く見 られ
7)

る。次に示す西表島エ コツー リズム協会のパ ンフ レッ トにも同様 な記述が見 られる。

エ コツー リズム とは、訪問先の 自然環境 を破壊することな く、その土地特有の 自然 ・

生活文化 な どの資源 を持続 させてい くような旅行の概念です。"エ コロジカルなツー リ

ズム"を 意味する言葉 として、20年 ほど前か ら欧米の若者たちのあいだで使 われるよう

にな りました。今では 自然保護 と観光、そ して地域への経済還元 を同時に成立 させ る新

しい旅 として、世界的に注 目されてい ます。

さらに旅行業者の団体である(社)日 本旅行業協会(JATA)発 行の 「JATAエ コツー

リズムハ ン ドブ ック」では、エコツー リズムを 「商品」 として売 り出す観点か ら、①旅

行者の教育、②絶滅 に瀕 した動植物の保護、③ 文化 ・歴史的環境保全へ の貢献、④専門

ガイ ドの利用、⑤地元社会の利益、⑥ ゴ ミの削減 と最小限のインパ ク トの条件の うち1

つが入 っている自然観察主体 のツアーで、環境への悪影響が最小 に押 さえられ る努力が

示 され、訪問先に経済的社会 的な貢献があれば、そのツアーをエコッー リズムと呼ぶ と
8)

し て い る 。

4.研 究の方 法

4-1西 表 島 の観光 入 域者 に関 す る分 析

竹富 町 の ホ ー ムペ ー ジ(http://www.taketomi-islands.jp)に は 、1996年 か ら2006年

までの 竹富 町各 島の観 光 入域 者 数 に関 す る興 味 深 い デー タが記 載 されて い る。特 に平成

8年 か らは、 月毎 の デ ー タが 示 されて い る。 この デー タを元 に西 表 島 をは じめ とす る離

島へ の 観光 客 の訪 問 時期 につ い て分析 を行 った。

4-2西 表 島のカヌーツアーに関する調査

2004年 と2006年 に西表島でカヌーツアー を主催す る業者の元で参加者に対 しア ンケー

ト調査 とヒアリングを行 った。 さらにツアーに数回同行 し、ツアーの内容や運営方法 に

ついて観察 を行 った。2004年 は、村 田自然塾(西 表島西部上原地区)に おいて7月26日

より8月26日 まで32日 間、また2006年 は、風車(西 表島西部船浦地区)に おいて7月30
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日よ り8月30日 まで32日 間の調査 を行 った。

村 田 自然塾 は、約30年 前 に大阪か ら西表 島に移 り住 んだ村 田行(す す む)氏 が西表島

の山岳地帯 を徒歩 で回るツアーを目的に設立 したもので、西表島の自然 ガイ ド業 として

は最 も歴史があるショップのひ とつである。一方、風車 は1998年 に広島か ら西表島に移

り住んだ大谷修一氏が設立 した。 しか し、村田 自然塾が カヌー ッアー を開始 したのは、

風車 と同時期 であ り、 カヌー ツアー業 としてのキャリアはほぼ同 じ長 さである。

ツアー参加者 に対 して実施 したアンケー ト内容 は、①参加者のプロフィール、②今回

の旅行計画、③今回のツアー計画、④西表島に関す る事前学習、⑤エ コツー リズムに関

する意識の6項 目である。 アンケー ト調査はツアー終了後 に行い、ア ンケー トを補充す

る意味でツアーの印象や感想 などについて ヒアリングも行 った。

5.結 果

5-1西 表島の観光入域者 に関す る分析

1996年 か ら2006年 までの11年 間における竹富町 に所属する竹富 島、西表島、小浜島、

黒島、波照間島、鳩間島、新城島の7島 の観光入域者総数 と島別の観光入域者数の推移

を図2に 示す。 また図3は 、島別および竹富町全体(7島 合計)の11年 間における月別

入域者数 を示す グラフ観光入域者総数 を示す ものである。 さらに西表島については、西

部地区 と東部地区の観光入域者数データがあ り、図4に 各年 における月別の入域者数 を

示す。
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5-2カ ヌー ツア ーの種 類 と主 なツ ア ーの概 要

2004年 と2006年 の 調査 期 間 中 に実 施 された ツ アー の うち、 両年 に共通 した コー ス は

1)ピ ナ イサー ラの滝 一 日コース

2)ピ ナ イサー ラの滝 半 日コー ス

3)仲 良川 コース

4)バ ラス島一 鳩 間 島 コース

5)水 落 の滝一 舟 浮沿 岸 コース
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の5種 類 であった。 これ らは、すべ て西表島西部で行 われ る ものであ り、④ と⑤ は、

シーカヤ ックによって海上 を航行するツアーである。

これ らの コースの うち、2004年 と2006年 における調査 において参加者多かったコース

は、 ともに1)の ピナイサー ラの滝一 日コースであった。 このコースは、沖縄県で最 も

高 い落差約60mの ピナイサー ラの滝(写 真1)の 頂上 を目指 して、マーレ川 とヒナイ川

をカヌーで、その後 山道を徒歩で進 むコースであるが、2006年8月23日 のス タッフの行

動記録 を表1に 、ツアーの様子 を写真2に 示す。 なお、2番 目に参加者の多 かったコー

スは2)の ピナイサーラの滝半 日コースであるが、 このコースでは滝上への登 山は省か

れ、滝つぼにて昼食 を採 った後帰路 に着 き、午後1時 過 ぎに解散 となる。 また、 ショッ

プ経営者は、 ピナイサーラの滝が人気ある理由 として、初心者で もマ ングローブ林やカ

ヌー体験 を満喫で きること、静かな川や深い森の中を進むため多少の荒天で も実施で き

ることの2点 をあげていたが、実際 に2006年 の調査 中には台風 の前 日にもツアーが実施

された。

、葎

、

難
覧窃 騰

嚢撫 帆.、

鋤 簸71,+:kyj・ 忌'_薦,`

ジ塚 ∴:1誇 好

影
違翻

ズ'

(写真1)ピ ナ イサーラの滝

、灘

爾 噸

凄 一演 鎚!ノ 　 一,襯囎臥 、・・
磁 峰 騨 ピ ・

懸 講 警勲 覧 ㌘一雲 蕊 一.灘 風　 応

一.,
(写真2)カ ヌーツアーの様子
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(表1)ス タ ッフの行動 記録(2006年8月23日)

時刻 内容

7:00

ツアー準備 開始

リュックに昼食 用の調 理器具(皿 、はし、包丁 、なべ 、おたま、ザ ル)、沖 縄そばの食 材

(だし、調 味料、そば、ねぎ、しょうが 、三枚 肉)救 急セット、水 筒を詰 める。

車にパ ドルとライフジャケット、カヌーシューズ を積 み込む。

7:30 朝食をスタッフ全員 で食 べる

7:50
昼食 用として参 加者 およびガイド用の 握 り飯(紫 米を使 用 したもの)と紫 芋ムーチー(餅)

を作る

8;30 休憩

'11 車で上原港や民宿に客を迎えに行く

9:20
客が事 務所 に到 着

受付 、ツアー代金 の徴収 後 、ペットボトル のお茶を1本配 布

9:40
車でマーレ川 のカヌー置き場 まで移動

その途 中で車 を止 め、ドラゴンフルーツやマンゴー の畑を紹介する

9:50 カヌー置 き場近 くの駐車 場 に到着 後 、その場でカヌーの操船 方法 を15分 程 度講 習

10:00
カヌー置き場まで徒歩にて移動

途中に見られるサキシマスオウノキやサガリバナなどの植物の観察を行う

10:15 カヌーに乗 船し、出発

10:30
ヒナイ湾 の干 潟で一旦下 船 し、マング ローブ、ナレシジミ、ヒモム シ、トビハゼ、ミナミコメ

ツキガニなどの観察を行う

11:00 再びカヌーに乗船 し、ヒナイ川を進む

11:20
カヌー停 泊場 所到着 後 、徒歩 にて滝 上に向かってトレッキング開始

途 中、動 植物 の観 察を行 いなが ら登 山

12:0a

滝上 到着

スタッフは昼 食用 の沖縄 ソバをつくる

この 間 、客 は渓流 の水 に足を浸 したり、滝 上か らの景 色を楽しむ

12:30 昼食(沖 縄そば、握 り飯)

13:00 滝上出発

13:30 カヌー停泊場所を通過

14:00
滝つ ぼ到着 。

滝 つぼで水 遊びをしな がら軽 食(紫 芋ム ーチー)を採る

14:40 滝つぼ出発

14:55 カヌー停泊場所出発

16:10
駐車場到着
カヌーの引き上げを行う

16:25
事務所到着
客はシャワーを浴びて着替えを行う

16:45
車で客 を上原 港や 宿に送 る

他 のスタッフは 、カヌーや機材 の手 入れを行う
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5-3ツ アー参加者アンケー ト調査の結果

ピナイサー ラの滝一 日コース、お よびピナイサーラの滝半 日コース参加者(家 族連れ

で参加 していた小学生以下の子供 は除 く)を 対象 として、 ツアー終了後に次 の5項 目に

関す るア ンケー ト調査 を行 った。2004年 お よび2006年 のアンケー ト対象人数は、それぞ

れ62人 と134人 であ った。

〈アンケー ト項 目〉

①参加者のプロフィール

●性別

●年齢

●職業

●居住地域

●西表島への来島回数

②今 回の旅行 について

●全体の旅行 日数

●西表島滞在 日数

●他島滞在 日数

●旅行形態

③今 回の ツアーについて

● ツアー利用 回数

●何で この ッアーを知 ったか(複 数回答可)

●他の ツアーを検討 したか

●選択の決め手(前 問 「はい」の回答者 のみ、複数回答可)

④西表島に関する事前学習について

●事前学習 をしたか

●事前学習の程度(前 間 「はい」の回答者のみ、複数回答可)

●事前学習で興味を持 った内容(前 々問 「はい」の回答者のみ、複数回答可)

● 自然に関する事前学習内容(前 問 「自然」の回答者のみ、複数回答可)

●事前学習 をしなかった理由

⑤エ コツー リズムに関す る意識

●エ コッー リズムという言葉 を知 っているか

●今回のツアーはエコツアーだ と思 うか(前 間 「はい」の回答者のみ)

●西表島エ コツー リズム協会 を知 っているか

2004年 と2006年 にお け るア ンケー ト結 果 を図5～ 図9に 示 す 。
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zoos年 20Q6年

囮男性
　女性

(1)性 別

囮10代

M20代

口30代

口40代

塵50代

囲60代 以上

(2)年 代

2

留会社員

猶公務員

口教員

口自営業

澗大学生

國その他学生

澗無職

四その他

(3)職 業

囮北海道

騙東北

口関東

0中 部

■近畿

園中国・四国

■九州・沖縄

図海外

闘無回答

(4)居 住地域

園初回

□2回 目

03回 目

圃4回 臼

■5回 目以上

囮無衝答

(5)来 島回数

(図5)参 加 者 のプ ロ フィー ル
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2004年 2006年

●i泊2日

匿2臼3日

口3白4日

日4白5日

匿5白6日

圖6泊 フ日

■フ白以上

国無回答

(1)全 体の旅行 日数

図日帰り

■1白2臼

口2白38

口3白4日

□4白5日

国5泊6日

■6白7日

団フ白以上

瞳無回答

(2)西 表島滞在日数

石垣島

竹富島

小浜島

黒島

波照間島

鳩間島

新城島

与那国島

宮古島諸島

沖縄本島

0 5 10 152025

人数(人)

303540

石垣島

竹富島

小浜島

黒島

波照間島

鳩間島

新城島

与那国島

宮古島賭島

沖縄本島

0 20 ・1.1:1

人 数(人)

100 120

(3)他 島滞在 日数

●一人旅

圏家族旅行

ログループ旅行

ロパック旅行

圏その他

(4)旅 行形態

(図6)今 回の旅行について
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(1)ツ アー利用回数

23

83

t33

(2)何 で このツアーを知ったか

71

(3)他 のツアーを検 討したか

(4)選 択の決め手

(図7)今 回 の ツア ーにつ い て

82

国初めて

□2回 目

口3回 目以上

團旅行情報誌

■一級雑酷

ロインターネット

ロ知人の紹介

■宿の紹介

圏その他

■無回答

函はい

■いいえ

口無回答

糧知人や宿の薦め

■インターネットや雑誌の評価

0ツ アーの価格

ロツアーの内容

●前回も利用したので

薗他のツアーが満員だつた

●その他

m回 答



沖縄県 ・西表島のカヌーツアーについて

33

(7)事 前学習をしたか

(2)事 前学習の程度

(3)事 前学習で興味を持 った内容

1

t

3

(4)自 然に関する事前学習内容

6

j

z

1

4

36

(5)事 前学習をしなかった理由

(図8)西 表 島に 関す る事前 学 習 につい て
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10

囲はい

■いいえ

口無回答

圃 かなり群しく

凹 簡単に

口 無回答

図 自然

■ 地理 ・気候

口 歴史

口 風俗 ・風習

騙 島の生活

._問題

凹 その他

囹 無回答

圏 哺乳類

■ 鳥類

i]爬 虫類

口 昆虫・虫類

■ 魚類

團 貝類

■ 植物

図 その他

幽 時間がなかった

繊 必要と考えなかった

口 同行者に任せた

口 知識がすでにあった

圏 その他

團無回答



大手前大学論集 第8号

2004年 2006年

国はい

口いいえ

OSCI答

囲はい

■いいえ

口何ともいえない

図無回答

(2>今 回のツアーはエコツアーだと思うか

璽はい

門いいえ

自無回答

(3)西 表島エコツーリズム協会を知っているか

(図9)エ コツーリズムに関する意識

6.考 察

6-1観 光入域者の特徴

八重山諸島全体 の観光入域者数は、総数では2006年 に初めて100万 人を突破 し、11年

間で250%以 上の伸 び となっている。 また波照間島 と新 城島以外 の5島 では、年 を追 う

ごとに入域者が増加 していることがわかる。これは近年、 テレビによる沖縄 を舞台 とし

た ドラマや自然を紹介 した ドキュメンタリーの放映、本土か らの移住者に よる沖縄の暮

らしを著 した本の出版 などのマスコ ミの影響が大 きいと考 えられ る。 さらにそれを背景

にした観光業者の ツアー商品の増加や、航空会社 の安売 りチケ ッ トキャンペー ン、本土

への玄関口となる石垣島か らの離島航路の整備(高 速船 による所要時 間短縮、便数の増
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加)と いった要因が考え られる。 また竹富 島と西表島は、他 島に比べ圧倒的に入域者数

が多い。竹富 島には1987年 に伝統的建造物群保存地区に指定 された集落、西表島には前

述 した豊かな自然 とい う観光資源の存在 に加え、石垣 島か らの距離の近 さ(竹 富島15分 、

西表島45分)も 大 きな要因 となってい ると考え られる。

この2島 の次 に入域者数 が多 いのは小 浜島であ るが、NHKの 朝の連続テ レビ小説

「ちゅらさん」が放映 された1992年 以降の伸びが顕著であ り、テ レビ ドラマ よるイメージ

作 りの影響が大 きいことがわかる。鳩 間島について も2004年 に前年の5倍 と急激 な入域

者数増加が見 られるが、小浜島同様、 テレビ ドラマ 「瑠璃の島」の影響 と考え られる。

月別の入域者数か らは、竹富町全体 は3月 に最大の ピー クを持ち、冬場の入域者数が

夏場 を上回っていることがわかる。 しか し島別 のデー タでは、竹富町全体の傾向 と同様

に冬場の入域者数が夏場 を上 回る 「冬場型」 と、その逆であ る 「夏場型」がある ことが

わかる。前者は竹富島、西表 島、小浜島、後者 は黒 島、波照間島、鳩 間島、新城 島であ

る。 この結果か ら、冬場型 の島は石垣 島か らの距離が近 く、夏場型の島は石垣 島か らの

距離が遠いことがわか る。

一方、西表島の西部地区 と東部地区の入域者数デー タは興味深い。入域者総数 は東部

地区の方が多 いが、 グラフよ りこの11年 間において、東部地 区は冬場型、西部地区は夏

場型の傾向が年 を追 うごとに強まってきていることがわかる。 この理由 としては、冬場

は西表 島北側の海が荒れるため、石垣島か らの船便 が西部の上原港 に入港で きない 日が

多いこと、 レンタカーやバスツアーの増加 により東部か ら西部への陸路 によるアクセス

が便利 になった ことが考 えられ る。 また西部では、1998年 以降、8月 をピークとした夏

型が強 まっていることがわかる。

6-2ツ アー参加者アンケ ー ト調査の分析

6-2-1参 加者のプロフィール

参加者の性別 につ いては、2004年 、2006年 ともに女性が男性 を上 回っていた。 また年

齢 については、 ともに20代 と30代 で全体の約3/4を 占めてお り、特 に2006年 の調査で

は、20代 が半分以上 を占めていた。性別 と年齢 との関係 は、両年 とも20代 は女性が多 く、

30代 以上 は男性の方が多 いことがわか った。10代 の参加者については、すべ て親 と一緒

に参加 していた小 ・中学生であった。 なお2004年 には70代 、2006年 には60代 の高齢者 も

1名 ずつであるがツアーに参加 していた。

職業 については、両年 とも会社員、公務員、教員 といった勤 め人が約2/3を 占めて

いた一方で、 自営業は2人 ずつ という結果であった。

参加者の居住地域 については、両年 とも関東が最 も多 く、2004年 では約2/3を 占め

ていた。特 に東京か らの参加者が顕著 で、2004年 では62入 中24人 、2006年 では134人 中
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35人 であった。 この傾向については、東京 に住 む人の 「自然 に対す る憧憬の強 さ」 を表

す もの とい う考 え方 もで きるが、東京一 沖縄間の航空便の数や長期休暇が比較的取 りや

すい規模の大 きな企業が多 いことな ども考え られる。2006年 の結果では、中部、関西か

らの旅行者 も増加 していたが、その合計 は関東か らの旅行者の半数で全体の約1/3占

めるにす ぎない。 また2004年 にはアメリカか らの参加者(日 本人)が2名 、2006年 には

北海道か らの参加者が6名 いた。

西表島へ の来島回数 は、両年 とも 「初 めて」 とい う者が過半数 を占めてお り、特 に

2006年 では全体の8割 近 くを占めていた。

6-"2-2今 回の旅行 について

全体 の旅行 日数では、2004年 では4泊5日 が22人 と最 も多 く、次 に6泊7日 が15人 で

あった。2006年 では3泊4日 が49人 と最 も多 く、次 に4泊5日 が30人 であった。西表 島

滞在 日数では、 日帰 りと回答 した者が2004年 では62人 中11人 であったのに対 し、2006年

では132人 中60人 と約半数 を占めるほどに増加 していた。 また 「西表島に宿 泊す る」 と

回答 した者 について も2004年 では3泊 以上が37人 と過半数を占めたが、2006年 の調査で

は調査件数が倍以上であったにもかかわ らず23名 と減少 していた。 この点については、

日帰 りの旅行者の うちの52人 が初めての来島と回答 してお り、西表島へ はカヌー ツアー

のみ を 目的 とした来 島者 が増加 しつつあ る こと、 また調査 を行 った カヌーッアーの

ショップが西表島西部地区にあ り、 この地区の観光入域者数が ピークを迎 える8月 に民

宿な どの宿泊施設が確保 しに くいことが考え られる。

一方、少数なが ら10泊 以上の滞在者 もお り、中には 「未定であるが1ヵ 月以上 は滞在

す る」 と話 していた者 もいた。 このような者の職業は、学生 とその他(フ リー ター)に

限られていた。2004年 の調査 において、全体 の旅行 日数が1泊2日 と2泊3日 と回答 し

た者の居住地 は沖縄県であったが、2006年 の調査 においては、関東(東 京)と 中部(愛

知)か らの2泊3日 という短期旅行者 もいた。

他島滞在 日数については、両年 とも2泊 以上滞在す る島 としては石垣 島が圧倒的に多

く、八重 山観光の拠点が石垣 島であることが改 めて確認で きる。 また2004年 と比較 した

場合、2006年 には竹富島への 日帰 り観光が急増 していることがわかる。全体 の旅行 日数

の増加 と西表島の滞在 日数 には相関関係 は見 られず、全体の旅行 日数が7泊 以上の者で

も3泊 目を境 に他の島へ移動する者が多い ことがわかった。

旅行形態 については、両年 ともに友達 同士や職場仲間、 カップル といった グループ旅

行が最 も多 く、 グループの人数 としては2人 が最 も多かった。次に多い ものは家族旅行

で、グループ旅行 と合 わせ ると全体の3/4以 上 となってい る。一方、1人 旅 と回答 し

た者 には西表島に比較的長期滞在す る者が多いことがわかった。例 えば2006年 で は4泊
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5日 が1人 、5泊6日 が3人 、6泊 日、8泊9日 、10泊11日 、13泊14日 が1人 ず つ で

あ った 。

6-2-3今 回のツアーについて

ツアー利用回数については、2004年 に村 田自然塾で行 った調査では、62人 中 「初めて」

と回答 した者が55人 で約9割 を占めていたが、 「2回 目」が6人 、4回 目が1人 といわ

ゆる 「リピーター」 もいることがわかった。2回 目の利用者は、西表島の来島回数 に対

して も2回 目と回答 してお り、村 田 自然塾 を連続 して利用 した理 由 として 「前回のツ

アーの印象 が非常 に良か った」 とい うことをあげていた。 また6人 の内3人 が ピナイ

サーラの滝1日 コースに2回 参加 していた。一方、2006年 に風車で行った調査では、134

人中133人 が 「初めて」 と回答 していた。複数回利用者は、2回 目が1人 のみであった

が、 「初めて」 とい う回答者 の中には前 日に異 なるコースの ツアーに参加 していた者 も

いた。

「何 でこのツアーを知ったか」 につ いては、両年 ともに旅行雑誌 とい う回答が最 も多

かった。八重 山諸島関連の旅行雑誌 としては、離 島情報、や えや まGUIDEBOOK、

るるぶなど数種類が発行 されてお り、各誌 ともに交通情報、宿、ッアーシ ョップな どが

総合的に紹介 されているため、旅行者 にとっては1冊 で旅行のスケジュールを組むこと

が可能である。村 田自然塾 と風車は、すべ ての旅行雑誌 にツアー内容が詳細 に紹介され

ていた。 また他のッアーを検討 したか という問いに対 し、両年 とに 「はい」 と回答 した

者が大半 を占め、選択 の決め手 について も 「雑誌の評判がよかった」 とい う回答が見 ら

れたこ とか ら、旅行雑誌 に紹介 されることは業者 にとって集客の有効 な手段であると言

える。

村 田自然塾の場合、選択の決め手 について 「知人や宿の人に勧め られた」 とい う回答

が最 も多かった。 これは村 田氏が古 くか らガイ ド業 を営んでお り、民宿経営者 とも付 き

合いが深いことが関係 していると考 えられ る。一方、風車の場合 は 「何でこのッアーを

知ったか」 について、雑誌 の次にインター ネッ トが多かった。風車は 自前 のホームペー

ジを持 ってお り、調査年度にはホームペー ジを持たなかった村 田自然塾 との違いが出た

と考 え られる。ホームページはキーワー ド検索 によってたやす く情報 を探す ことがで き、

またッアーに参加 した人が ショップの紹介や評価 な どを自分のホームページに書 き込ん

でいるケース も多い。 さらに自分のホームペー ジにシ ョップのホームページへ の リンク

を張 ることも多いため、イ ンターネッ トは業者 にとって集客のための有効 な手段であろ

う。
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6-2-4西 表島に関する事前学習について

「西表島についての下調べ を したか」 という質問に対 しては、両年 ともに 「はい」 と

回答 した者が 「いいえ」 と回答 した者 を大 きく上 回っていた。 しか し 「どの程度調べた

か」については 「簡単に」が圧倒 的に多 く、「かな り詳 しく」 という回答 はその1/10程

度であった。簡単 に調べ た というの は、旅行雑誌や ガイ ドブ ックを読 んだ、 あるいは

ホームページを見た程度であろうと考え られ る。 「下調べ をしなか った理 由」 について

は 「時間がなか った」 とい う回答が多かったが、 「グループの友 人に任せ たので」、「必

要 と思わなかった」 とい う回答 もあった。3章 で述べた ように、多 くのエコツー リズム

団体が示すエ コツー リズムの定義 には 「教育的 ・解説的な要素 を含 んだ活動」 が入れ ら

れている。 これは西表島の カヌーッアーにお いてガイ ドを 「教 師」、参加者 を 「西表 島

の自然 などを学ぶ学生」 と考 えた場合、参加者 にとって予習の有無が見聞 した内容 をよ

り深 く理解す るのに役立つ ことは間違いない。 しか しなが ら、両年の調査結果 を見 る限

りで は事 前学習の レベルは低 く、西 表島のカヌーツアー も従 来の観光ス タイルである

「珍 しいモ ノを見 る」 とい う体験 的ッァー と何 ら変わる ところはない。 また 「その他」

という回答 の中には、「急 にツアーの参加 を決めたか ら」 とい うもの もあった。2006年

の調査 では、前 日に予約が入ることも多 く、西表 島に到着 してか ら民宿 の人や同宿者 に

勧 められて、ツアーへの参加 を急遽決め る人も多 いと考 えられ る。

「下調べ をした」 と回答 した者に対する 「何について調べたか」 という質問では、「自

然」 とい う回答が最 も多 く、その内容の多 くは動物(哺 乳類)、 植物、魚類であった、

特に2006年 の調査では哺乳類 という回答が非常 に多か った。 もちろんこの哺乳類 は、イ

リオモテヤマネコであるが、 ツアー終了後のヒアリングで 「イ リオモテヤマ ネコを見る

ことがで きると思 って来たのに、見 ることができず不満 が残った」 と述べ た者 も少 なか

らずいた。 イリオモテヤマネコは絶滅が危惧 されているほ どの希少動物であ り、 この よ

うなツアーにおいて遭遇することはほぼ不可能であるにもかかわ らず、西表 島に行 けば

動物 園の ように珍 しい動物 を見 ることがで きるかの ように考 え、 ツアーに参加 している

と思われ る。ただ しマ ングローブ、サキ シマスオウノキな どの植物、キノボ リ トカゲ、

ミナ ミコメツキガニなど西表島特有の 自然 を見 ることがで きた ことについては、全員が

印象に残 った と述べていた。キノボ リ トカゲや ミナ ミコメツキガニは、 ツアーコース周

辺 に多 く生息 し、 ほぼ確実 に姿 を見 ることがで きる生物である。

6-2-5エ コツー リズムに関 して

「エコツー リズム とい う言葉 を知 っているか」 とい う質問に対 しては、両年 とも 「知

らない」 という回答の方が多か ったが、 「知 っている」 と回答 した者 に対する 「今回の

ツアーはエ コツー リズムだ と思 うか」 という質問については、2004年 では半数以上が、

..
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また2006年 には3/4が 「思 う」 と回答 していた。

「エ コツーリズムだ と思 う」理 由について、 ヒァ リングにおいては 「動力船 を使わず、

カヌー を使 うか ら」 とい う意見が多 く聞かれた。わが国では、 カヌーは20年 ほ ど前か ら

アウ トドア雑誌で紹介 されるようにな り、手軽 な水辺のスポ.__.ツとして広がっていった。

西表島のカヌーツアー参加者の中では、エ コツー リズムという言葉の認知度は低いが、

その言葉 を知 っている者 にとっては、 「人力で漕 ぐので カヌーッァー=エ コッァー」 と

いう認識が持たれているもの と思われる。一方、「そ う思わない」理 由としては、「人が

多 く環境保全 に考慮 してい ない」 とい うものが多かった。西表 島のカヌー ツァーは、

1990年 代 か ら開始 され、2000年 以降急激 に業者数が増加 し、2006年 では全島で40以 上あ

るといわれている。 この ようなカヌーツアーを行 う業者 の増加 には、次のような要因が

考え られる。

①西表 島には亜熱帯林 を流れる約40の 河川があるが、そのうちの10本 ほどは、川幅が広

く緩やかな流れの部分が長 く続 く。 また川辺 にはマ ングローブや亜熱帯 の植物が多 く

茂 ってお り、様 々な生物 の住処 にもなっている。 カヌーを使用すればそれ らの動植物

にたやす く接近することがで きるため、カヌーツアーに適 した環境が整 っている。

② カヌーには船舶の操縦免許 も不要である。 またカヌーシ ョップの開業に関 しては、特

に行政の認許 などの手続 きも不要である。

③ カヌーは、静かな水面 では非常に安定性が高 く、初心者でも扱 いやすい ことが利点で

ある。 カヌー1艘 の価格 も川で使用するオープンデ ッキ型が10万 円前後、海で使用す

るシー カヤ ックで も20万 円程度であ り、動力船 と比べる とメ ンテナ ンス も楽で、港に

係留する必要 もない。サ イズ も長 さ2人 乗 りの もので も4m程 度であ り保管スペース

も車のガ レージ程度ですむ。 したがって資金が少 ない人で もカヌーツアー を開業 しや

すい。

特 に① に述べ たカヌーに適 した河川 は、今回調査 したピナイサーラの滝 に向か うマー

レ川、 ヒナイ川以外 にもナカラ川、クイラ川、浦内川、西田川 と西表島西部に多 く、 カ

ヌー業者の多 くも西表島西部の集落にシ ョップを開いている。 したがって西表島全体の

観光入域者数は冬場型であ るにもかかわ らず、西表西部 については夏場型である理 由に

ついて も、 カヌーツアーが大 きく関わっている と考え られる。す なわち 「水 に親 しむ」

タイプのカヌー ツアーは夏のイベ ン トであ り、両年の調査で大半 を占めた 日帰 りの客が

夏場にはカヌー業者が多い西表島西部に入域す るのであろう。

興味深 いことに本調査に協力 をいただいた村 田自然塾 の村 田氏 と風車の大谷氏 は、 と

もに自分 のシ ョップで主催 しているカヌー ツアーについて 「エ コツー リズムであるとは
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思 っていない」 とい う意見 を持 っている。その根拠 として、次のような点を上げている。

① カヌーツアー業者 はカヌー組合 を作 って、1日 の ピナイサー ラの滝 コースの入域者数

を 「ガイ ド1人 に付 き参加者8人 」 と自主制限 しているが、入域可能 な業者数 自体は

制限 されていない。 またこの組合 は任意団体 であ り、全業者が加入 しているとは限 ら

ない。

② カヌー係留場所か ら滝 まで徒歩で行 く山道にサキシマスオ ウの板根が露 出 してい る部

分があるが、この板根 を踏みつけてゆ く参加者 も多 く、痛みが ひどい(写 真3、 矢印

の部分)。 また ピナイサー ラの滝の滝壺での遊泳 もコース に含 まれているが、滝壺の

岩に参加者 の体 に塗 られた 日焼 け止めク リームが付着 した り、いたず ら書 きが されて

いる。 この ようなことを気 にしない参加者や注意 しないガイ ドがい る。

③ 自分 たちを含め、ほ とん どの業者が ッアーに使用す るカヌー をツアー発着場で ある

マー レ川岸周辺の林の中に放置 している。

鱒 、.糟ち ぷ せ

㌧ ミ

蕪 灘 灘 舞'・ ← 嚇 闘
轡捌モ わ

髪鞍 畿雛
瀦 羅 鰍

、 漁避.歌 露 慕
(写真3)破 損されたサキシマスオウノキの板根

7.ま と め

2004年 と2006年 に西表島においてカヌーツアー参加者 に対する意識調査 を行 った。西

表島は、我が国で初 めてエコッーリズム協会が設立 された場所であるが、参加者 にはエ

コツー リズム とい う言葉が まだ浸透 してお らず、言葉 を知っている者 にも、「訪問先の

自然環境 を破壊す ることな く、その土地特有の 自然 ・生活文化 などの資源 を持続 させて

い くような旅行の概念」 とい うものは持 たれていない ことが わか った。 またカヌーッ

アー参加者の多 くが石垣島か らの 日帰 り客であるため、ツアー業者以外、例 えば民宿や

食堂な どには立ち寄 ることもないこ とか ら、「地域への経済還元 を同時に成立 させ る新

しい旅」 という点について も疑問が残る。 したがって、皮肉に も調査 したシ ョップ経営

一90-一 一



沖縄県 ・西表島のカヌーツアーについて

者自らも述べ てもいることではあ るが、現時点 で西表 島のカヌーツアーにはエ コツー リ

ズムの原則 として多 くのエ コツー リズム団体が定義す る要素 を完全 に満たす もの とは言

えないと結論で きる。

注1)1637年 に、宮古 ・八重 山地方にかけ られた税 制で、役人や身障者以外の15歳 か ら50歳 ま

での男女 に、田畑 の面積 とは関係 な く頭割 りに税 を課す とい うものであった。税 は主 に米

や布 で納め られ たが 、稲 作す るこ とが 出来ない島の住 人は、他の島 まで出かけて稲 作 を

行 っていた。

注2)琉 球政府が行 った大規模 な開墾政策の ことで、人 口過剰の島々か ら一定数の人々を未開

墾地や過疎地域へ 強制移住 させ、 開墾に当た らせた。
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